
Ⅰ. ２０２１年度入試最新情報 



No.2 センター試験に変わり大学入学共通テストがスタート 

 問題の場面設定 

• 授業において生徒が学習する場面、社会生活や日常生活の中から課題を発見し

解決方法を構想する場面、資料やデータ等をもとに考察する場面など、学習過

程を意識した場面設定を重視 

 

 

• 教科書で扱われていない初見の資料等も扱い、これまでに 

身に付けた知識の理解や思考力が、新たな場面で力が発揮 

できるかを問う 

 必要な情報を組み合わせて思考･判断させる問題 

• 文章･図･資料などの複数の情報を提示し、必要な情報を読み取る力や、読み

取った情報を比較したり組み合わせたりして、課題を解決する力を問う 
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大学入学共通テスト 

問題作成 
の方向性 

 問題作成の方向性 
知識の理解の質を問う問題、思考力･判断力･表現力を活用して解く問題を一層重視 

※2018年度試行調査は平均得点率（平均正答率）が5割程度となるよう作問 

 （センター試験の目標平均点は6割を想定） 

☞ 試行調査では話し合いやグループ学習、実験･研究の場面など 
高校で学習する場面を想定した設定の問題目立つ 

大学入学共通テストの特徴は次章でご説明します 



No.3 2021年度入試、各大学のここをチェック！ 

 国立大学は原則として利用。私立大学も利用の動きが拡大する
見込みです。私立大学の場合、一般入試での利用方法が大学に
よって異なり複雑です。必ずチェック！ 

 利用する場合「利用方法」と「必要なCEFRレベル」を 
チェック！受検するタイミングにも注意が必要です。 

 私立大学を中心に、出願時に「主体性・多様性・協働性に関す
る経験の記入」や「志望理由の記入」を課すと公表する大学が
増えています。「学力の３要素」を評価するための制度です。 

 

3. 出願時にレポート記入が必要？不要？ 

1. 大学入学共通テストを利用する？しない？ 

2. 英語資格・検定試験の成績を利用する？しない？ 

※CEFR:語学コミュニケーション能力のレベルを示す国際標準規格（Common European Framework of Reference for Languages） 
 



No.4 2021年度入試、各大学のココをチェック！〈国立大〉 

2021年度入試 各大学の公表一覧（国立大）（2019.1現在） 

大学名／ 

項目 
東京大 京都大 東北大 名古屋大 大阪大 九州大 

東京 

工業大 

共通テストを 

利用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

英語資格・検定
試験を利用 

△ 
（別途証明
書も可） 

△ 
（別途証明
書も可） 

× 
△ 

（別途証明
書も可） 

○ ○※1 ○ 

英語資格・検定
試験の利用方法 

出願 

資格 

出願 

資格 ‐ 
出願 

資格 

出願 

資格 

出願 

資格 
出願資格／ 

部分配点※2 

求められる
CEFRレベル A2 A2 ‐ A2 A2 A2 A2以上

（予定） 

出願時に 

レポート記入 

調査書対応
のチェック
リストによ
る自己申告 

後日公表 

※詳細は各大学のホームページ等でご確認ください。 
 
 

 

※1  出願要件を満たさない志願者については、理由書の提出により出願できる場合がある。 
※2 個別試験の「英語」配点150点のうち30点について英語資格・検定試験の成績を利用予定。具体的な加点方法は未定。 
 
 

 



No.5 2021年度入試、各大学のココをチェック！〈国立大〉 

 次の方法のいずれか、または双方を組み合わせての活用が基本。 
現状は①または②が多数です。 

① 「出願資格」：一定水準以上の認定試験の結果を出願資格とする 

② 「得点換算」：英語試験の得点に加点する 

 「出願資格」としての利用の場合は「Ａ２」を課す大学が多数。 
＝英検であれば準２級相当です。 

 「得点換算」（加点・みなし満点等）の場合は各大学によって基準が
異なるため、それぞれ確認が必要です。 

 国立大学協会の基本方針に基づき、センター試験と同様に原則として
５教科７科目が出題されます。 

 「英語」は、資格・検定試験と共通テストの両方が課されます。 

３．出願目安となるＣＥＦＲレベルは？ 

２．英語資格・検定試験は「出願資格」か「得点換算」が多数 

１．大学入学共通テストは原則として利用 



No.6 2021年度入試 大学公表状況 

国立大は８割以上、公立大は
７割以上が2021年度入試に関
して何らかの情報を公表済み。 
ただし、詳細を公表している
大学は少なく、大きな方向性
（共通テスト記述や英語認定
試験の利用の有無etc.）を示
す程度に留まっている大学が
多い 

私立大は公表が遅れており、
592大学のうち52大学
（9％）に留まる。早慶が方向
性を公表済み 
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国立大学 公立大学 

 英語認定試験*の活用方法 

＊大学入試センターにより「大学入試英語成績提供システム」への参加要件を 
 満たしていることが認められた資格・検定試験 
※英語認定試験の利用を表明している大学の中での活用方法について集計 

私立大学 

入試情報公表状況 

公表 

71% 

公表 

84% 

公表 

9% 

69校／82校中 64校／90校中 52校／592校中 

 国立大の多くは、国立大学協会がガイドラインで提
示した３パターンの活用方法（①～③）に則ってい
る 

 出願資格として利用する国公立大のうち、具体的な
基準を示している大学では、要求するCEFRレベルは
Ａ２以上とするところが多い 

①出願資格 16校 (24%) 3校 (6%)

②得点換算して加点 21校 (32%) 12校 (22%)

③「①」＋「②」 8校 (12%) 1校 (2%)

④利用しない 1校 (2%) 3校 (6%)

⑤検討中 20校 (30%) 35校 (65%)

国立大学 公立大学

※2018年12月末現在 河合塾調べ 



Ⅱ. 大学入学共通テストの特徴 



No.8 

 

昨年11月に 

大学入学共通テスト  

第２回試行調査が 

行われました。 

 

 

 

「難しくなる」 

「記述式問題が 

課される」などと 

言われていますが、 

実際は 

どんな問題だったの

でしょうか。 

 

 



No.9 試行テスト問題例〈現代文〉 

次の【資料Ⅰ】は、【資料Ⅱ】と【文章】を参考に作成
しているポスターである。【資料Ⅱ】は著作権法（2016
年改正）の条文の一部であり、【文章】は名和小太郎（なわ
こたろう）の『著作権2.0 ウェブ時代の文化発展をめざし
て』（2010年）の一部である。これらを読んで、後の問い
に答えよ。 

国語<第２問> 問６（現代文）  

問６ 【資料Ⅰ】の空欄〔 a 〕に当ては
まるものを、次の①～⑥のうちから３つ 
選べ。ただし解答の順序は問わない。 
 
①原曲にアレンジを加えたパロディと 
 して演奏すること 
②楽曲の営利を目的としていない演奏会 
 であること 
③誰でも容易に演奏することができる曲 
 を用いること 
④観客から一切の料金を徴収しないこと 
⑤文化の発展を目的とした演奏会である 
 こと 
⑥演奏を行う楽団に報酬が支払われない 
 こと 

【資料Ⅰ】  

※大学入試センター「大学入学共通テスト 試行調査問題（平成30年11月実施分）」より 
 
 

 



No.10 

【資料Ⅱ】  【文章】  

…（【文章】全5ページ）  

※大学入試センター「大学入学共通テスト 試行調査問題（平成30年11月実施分）」より 
 
 

 

試行テスト問題例〈現代文〉 



No.11 大学入学共通テスト 出題の方向性 

▶複数の資料を 

読む 

提示された文章や資料等を読
み解き、必要な情報を組み合
わせて思考・判断させる問題 

▶日常生活と 

関連づける 

学習の過程を意識した場面設
定（高校の授業や日常生活の
場面など）で、知識の理解や
思考力を問う問題 

▶教科書に 

載っていない 

初見の資料等の題材で、これ
まで身に付けた知識の理解や
思考力等を問う問題 

▶正しいものを 

すべて選ぶ 

当てはまる選択肢をすべて選
択させる問題、解答が前問と
連動して変化する問題など、
新たな解答形式 

▶記述する 

【国語】30字、40字、 

    80～120字 各１題 
【数学】数式を記述する問題
／問題解決のための方略等を
端的な短い文で記述する問題 

▶リスニング 

重視の英語 

◆リーディング◆ 
「読むこと」に特化。発音、
アクセント、語句整序の出題
なし 

◆リスニング◆ 
アメリカ英語以外の音声も。
より自然な読み上げ 

 河合塾 『平成30年度試行調査（プレテスト）分析』より  



No.12 共通テストの特徴と必要な力 

会話文 

複数の資料・データを読む 

複数の資料・データを読む 

記述式問題 

情報処理能力 

思考力 

表現力と記述力 

 共通テストの特徴  必要な力 

日常生活からの出題 主体的に物事を考える力 

共通テストでは特に「思考力」と「表現力」、特有の「形式」
に対応する力と「主体的な学習態度」が必要です。 



No.13 共通テスト攻略に必要な学力とすべきこと 

マナビスでの学習で、共通テスト攻略に必要な学力・能力・態
度を養成します。今回はその学習計画を詳しくご説明します。 

①単元別講座 

③テーマ別講座 

 共通テスト対策講座 

アドバイスタイム 

月例面談等 

②総合講座 

②総合講座 


